
 第１ステップとして水になれることを目標にします。お子様の状況に応じて指導しま

す。お子様によっては、早い場合、遅い場合があります。個人差の著しい場合でも決して

焦らず見守ってあげてください。どんなに時間をかけても決してあせる必要はありませ

ん。逆に時間をかけた方があとになって大きな進歩につながることも多々あります。お子

さまが不安なく水に親しみ泳法練習への土台作りができるよう指導してまいります。 


